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今
回
の
会
員
発
表
で
は
、現

代
の
歯
科
臨
床
に
は
不
可
欠
と

も
い
え
る
歯
科
用
レ
ー
ザ
ー
に

関
し
て
、こ
の
分
野
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
も
い
え
る
岡
田
修
二
先
生

に
御
登
壇
頂
い
た
。

　

歯
科
用
レ
ー
ザ
ー
は
現
在
四

種
類
に
大
別
さ
れ
る
が
、ど
の

レ
ー
ザ
ー
が
最
も
効
果
的
か
？

と
い
う
議
論
は
す
で
に
終
了
し

て
い
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
波
長
の
特

性
を
理
解
す
る
こ
と
で
、治
療

目
的
や
照
射
対
象
が
明
確
に

区
別
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
四
種
類
の
う
ち
最
も
長
い

波
長
を
有
す
る
も
の
が
炭
酸
ガ

ス（
C
O
2
）レ
ー
ザ
ー
で
あ
り
、

次
い
で
E
r

・
Y
A
G
、N
d
・

Y
A
G
と
続
き
、最
も
短
い
波

長
を
有
す
る
も
の
が
半
導
体
レ

ー
ザ
ー
と
な
る
。波
長
の
違
い
は
、

水
へ
の
吸
収
性
の
違
い
と
し
て

現
れ
、長
い
波
長
を
有
す
る
ほ

ど
水
へ
吸
収
さ
れ
や
す
い
。こ
れ

に
対
し
波
長
の
短
い
も
の
は
表

面
で
吸
収
さ
れ
ず
深
部
ま
で
浸

透
し
て
い
く
性
質
が
あ
る
が
、

波
長
が
短
い
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
吸
収
・
変

性
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

エ
ッ
ク
ス
線
や
紫
外
線
と
比
較
し
、

歯
科
用
レ
ー
ザ
ー
は
圧
倒
的
に

波
長
が
長
い
た
め
、い
ず
れ
も
生

体
に
と
っ
て
は
安
全
で
あ
る
と
い

え
る
。
ま
た
、レ
ー
ザ
ー
治
療
で

は
重
大
な
失
敗
と
い
う
事
が
生

じ
に
く
く
、あ
る
と
す
れ
ば
、効

果
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、原
因
の
ほ
と
ん
ど
は

照
射
不
足
に
起
因
す
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、勇
気
を
持
っ
て

確
実
に
使
用
す
る
こ
と
が
一つ
の

ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
。
も
う
一
つ

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
生
体
は

弱
い
刺
激
に
対
し
て
活
性
化
さ

れ
、そ
の
活
性
化
現
象
は
、刺
激

が
強
く
な
る
に
つ
れ
増
大
す
る

が
、あ
る
閾
値
に
達
す
る
と
生

体
の
反
応
は
逆
に
抑
制
さ
れ
、

さ
ら
に
刺
激
を
強
く
す
る
と
反

応
を
停
止
す
る
」
と
い
う
ア
ー

ン
シ
ュ
ル
ツ
の
法
則
を
例
に
挙
げ
、

生
体
は
全
く
一
様
の
も
の
で
は

な
い
た
め
、レ
シ
ピ
に
乗
っ
取
っ
た

方
法
を
行
う
の
で
は
な
く
、レ

シ
ピ
を
捨
て
、原
理
・
根
本
に
立

ち
返
っ
て
、日
々
の
臨
床
に
臨
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
今
回

は
岡
田
先
生
の
日
常
臨
床
で
最

も
活
躍
の
場
が
多
い
、C
O
2

レ
ー
ザ
ー
に
ト
ピ
ッ
ク
を
絞
り

詳
し
く
解
説
頂
い
た
。

　

C
O
2
レ
ー
ザ
ー
は
、一
般
に

ハ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
に
分
類
さ
れ
る

高
反
応
レ
ベ
ル
レ
ー
ザ
ー
で
あ
る

が
、近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
の

は
、低
反
応
レ
ベ
ル
領
域
に
お
け

る
デ
フ
ォ
ー
カ
ス
照
射
と
呼
ば
れ

る
使
用
法
で
あ
る
。
C
O
2
レ

ー
ザ
ー
に
よ
る
生
体
側
の
反
応

と
し
て
は
、高
反
応
レ
ベ
ル
層
は

深
さ
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
ミ
ク
ロ
ン

の
間
で
、炭
化
層
・
蒸
化
層
・
血

液
凝
固
層
・
タ
ン
パ
ク
変
性
層
に

分
か
れ
る
た
め
、臨
床
に
お
け
る

組
織
の
蒸
散
・
切
開
・
滅
菌
・
パ
ッ

ク
お
よ
び
止
血
に
応
用
が
可
能

と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
低
反

応
レ
ベ
ル
層
は
、深
さ
７
〜
８
ミ

リ
の
間
で
の
組
織
活
性
化
、い
わ

ゆ
る
遠
赤
外
線
効
果
が
期
待
さ

れ
、痛
み
に
対
す
る
効
果
、治
癒

の
促
進
に
対
す
る
効
果
、炎
症

の
消
退
に
対
す
る
効
果
が
同
時

に
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
他
の
機
器
に
は
な
い
レ
ー

ザ
ー
治
療
の
最
大
の
特
徴
で
あ

る
と
い
え
る
。そ
の
他
に
骨
芽
細

胞
お
よ
び
修
復
象
牙
質
の
活
性

化
も
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

後
半
は
、レ
ー
ザ
ー
治
療
が

効
果
的
で
あ
る
代
表
的
な
症

例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、動
画
を

交
え
な
が
ら
詳
細
に
解
説
を

頂
い
た
。
症
例
は
、
急
性
症
状

を
伴
う
歯
肉
炎
、線
維
性
の
歯

肉
腫
脹
、ア
ブ
セ
ス
を
伴
う
ポ

ケ
ッ
ト
内
病
変
、前
歯
部
領
域

の
メ
ラ
ニ
ン
除
去
、舌
尖
の
線
維

腫
、口
唇
の
血
管
腫
、小
帯
切
除
・

前
庭
拡
張
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周

囲
の
結
合
組
織
形
成
お
よ
び
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
の
フ
ラ
ッ
プ
レ
ス
埋

入
な
ど
で
あ
り
、い
ず
れ
の
治

療
に
お
い
て
も
術
中
術
後
の
疼

痛
お
よ
び
出
血
が
少
な
く
、治

癒
の
速
さ
お
よ
び
美
し
さ
も
素

晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、抜
歯
後
の
止
血
で
は
、同
時

に
疼
痛
を
回
避
し
、骨
形
成
が

促
進
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
を
有
し
て
お
り
、
豚
顎

を
用
い
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
で
、実
際
に
レ
ー
ザ
ー
を
照
射

し
な
が
ら
、血
餅
を
積
層
さ
せ

る
先
生
独
自
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

紹
介
頂
い
た
。

　

今
回
の
発
表
は
、レ
ー
ザ
ー
の

原
理
・
原
則
か
ら
使
い
分
け
、さ

ら
に
、す
ぐ
に
で
も
役
立
つ
臨
床

テ
ク
ニ
ッ
ク
ま
で
、大
変
わ
か
り

や
す
い
ス
ラ
イ
ド
な
ら
び
に
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
解
説
頂
き
、

五
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
に
と

っ
て
非
常
に
有
意
義
な
会
員
発

表
と
な
っ
た
。

（
学
術
部
・
奥
野
幾
久
記
）

　

一
九
八
〇
年
代
の

米
国
は
、
今
の
日
本

の
よ
う
に
競
争
力
が

低
下
し
た
状
況
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
問
題
点

や
根
本
原
因
を
追
求

す
る
研
究
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
の

一
つ
が
マ
ル
コ
ム
・
ボ
ル
ド
リ

ッ
ジ
の
経
営
品
質
で
す
。
経
営

品
質
賞
は
世
界
中
の
う
ま
く
い

っ
て
い
る
組
織
の
実
践
事
例
を

参
考
に
、
産
学
官
の
三
千
名
の

有
識
者
を
集
め
た
三
年
間
の
議

論
の
末
、
大
統
領
が
直
接
表
彰

す
る
制
度
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
品
質
の
高
い
優
れ
た
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
に
は
、

そ
の
も
の
の
問
題
対
応
だ
け
で

は
不
十
分
で
、
企
業
の
風
土
や

働
く
社
員
の
意
識
に
大
き
く
影

響
さ
れ
ま
す
。
日
本
で
は
ト
ヨ

タ
や
ホ
ン
ダ
な
ど
の
一
流
企
業

で
も
受
賞
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
な
ど
の
一

部
企
業
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

顧
客
満
足
度
を
上
げ
る
に
は
、

従
業
員
満
足
度
を
高
め
る
必
要

が
あ
り
、
売
り
上
げ
は
そ
れ
に

付
い
て
く
る
も
の
だ
と
し
て
い

ま
す
。
経
営
品
質
の
特
徴
は
、

業
種
や
業
態
を
超
え
て
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
時
代

の
要
請
に
あ
わ
せ
て
変
更
し
て

い
く
、
と
い
う
点
で
す
。
歯
科

で
も
経
営
品
質
を
高
め
て
国
民

に
支
持
さ
れ
る
よ
う
心
が
け
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。（
I

）

パノラマ
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学
術
講
演
会（
会
員
発
表
）

「
歯
科
用
レ
ー
ザ
ー
の
臨
床
」
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八
月
一
八
日（
土
）
午
後
四

時
よ
り
、
福
島
区
の
ホ
テ
ル
阪

神
に
お
い
て
、
第
二
十
二
回
隣

接
七
支
部
支
部
長
懇
談
会
が
西

淀
川
区
支
部
主
幹
の
下
、
開
催

さ
れ
た
。

　

参
加
支
部
は
北
区
大
淀
支
部
、

福
島
区
支
部
、
此
花
区
支
部
、

東
淀
川
区
支
部
、
淀
川
区
支
部
、

西
淀
川
区
支
部
と
当
支
部
で
、

当
支
部
よ
り
高
麗
会
長
、
佐
々

木
常
務
理
事
が
出
席
し
た
。

　

ま
ず
安
田
共
美
西
淀
川
区
支

部
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

現
在
、
公
益
法
人
制
度
改
革
の

最
中
に
あ
り
、
ど
の
支
部
も
様
々

な
移
行
段
階
に
あ
り
、
よ
り
多

く
の
情
報
を
交
換
す
る
た
め
の
、

積
極
的
な
報
告
や
意
見
が
多
か

っ
た
。

　

そ
の
他
の
主
な
テ
ー
マ
は
以

下
の
通
り

一
、
口
腔
保
健
法
の
実
施
に
つ

い
て
。

　

各
支
部
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、

制
度
の
勉
強
、
研
究
を
行
っ
て

い
く
こ
と
で
一
致

二
、
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
。

　

市
か
ら
の
補
助
金
は
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
事
業
と
し
て
今

後
も
続
け
て
い
く
こ
と
で
一
致
。

三
、
入
会
金
見
直
し
に
つ
い
て
。

　

下
げ
る
方
向
で
各
支
部
調
整

中
。

四
、
未
入
会
問
題
。

　

新
た
な
意
見
や
対
策
は
な
し
。

五
、
会
員
の
高
齢
化
に
つ
い
て
。

　

終
身
会
員
の
年
齢
引
き
上
げ

（
日
歯
に
倣
い
）を
検
討
中

六
、
府
歯
役
員
と
の
懇
談
会
に

つ
い
て
。

　

連
携
し
て
上
記
の
問
題
等
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

　

法
人
移
行
に
つ
い
て
は
、
既

に
平
成
二
五
年
四
月
の
移
行
が

決
定
し
て
い
る
支
部
、
じ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
、
任
意
団
体

か
ら
法
人
格
の
取
得
へ
と
向
か

う
支
部
、
当
法
人
の
よ
う
に
移

行
に
向
け
て
大
阪
府
と
相
談
中

の
支
部
な
ど
進
捗
状
況
は
様
々

で
あ
っ
た
が
、
当
法
人
は
会
員

と
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
最

も
良
い
移
行
と
な
る
よ
う
に
、

総
務
を
中
心
と
し
て
万
全
の
準

備
中
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
ご
報
告
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
次
回
主
幹
事
の
高

麗
誠
紀
北
区
北
支
部
長
よ
り
閉

会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
散
会
と

と
な
っ
た
。

　
　

（
佐
々
木
常
務
理
事
記
）

　

一
〇
月
一
六
日（
火
）午
後
六

時
よ
り
府
歯
大
ホ
ー
ル
に
於
い

て
大
阪
府
歯
科
医
師
会
役
員
と

隣
接
七
支
部（
淀
川
区
支
部
・

北
区
北
支
部
・
北
区
大
淀
支
部
・

福
島
区
支
部
・
此
花
区
支
部
・

東
淀
川
区
支
部
・
西
淀
川
区
支

部
）役
員
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

当
支
部
か
ら
は
執
行
部
役
員
、

監
事
、
連
盟
支
部
長
、
国
保
支

部
長
が
出
席
し
た
。

　

河
村
達
也
府
歯
理
事
司
会
の

も
と
、
最
初
に
太
田
謙
司
府
歯

会
長
が
挨
拶（
詳
細
は
大
阪
歯

界
広
報
参
照
）に
立
ち
、
皆
保

険
制
度
の
重
要
性
と
今
後
も
制

度
を
崩
壊
さ
せ
る
よ
う
な
力
に

対
し
引
き
続
き
阻
止
し
、
守
っ

て
い
く
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
安
田
共
美
西
淀
川
区
支

部
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

出
席
者
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、

質
疑
応
答
に
移
っ
た
。

Q
・
未
入
会
と
入
会
金
・
新
入

会
員
の
減
少
と
会
員
の
高
齢
化

に
伴
う
終
身
会
員
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て（
佐
々
木
久
幸
此
花

区
支
部
長
）

A
・
大
歯
大
で
本
年
度
の
新
研

修
医
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時

に
歯
科
医
師
会
の
地
域
歯
科
医

療
に
お
け
る
役
割
と
位
置
を
述

べ
、
歯
科
医
師
会
へ
の
入
会
の

重
要
性
を
説
明
。
阪
大
で
も
同

様
の
講
習
を
お
願
い
し
て
い
る
。

歯
科
関
係
業
者
に
入
会
は
当
然

の
も
の
と
し
て
ほ
し
い
旨
を
要

請
。
入
会
勧
奨
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
デ
ン
タ
ル
シ
ョ
ー

で
も
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

　

日
歯
は
来
年
度
よ
り
入
会
金

を
一
万
円
と
す
る
。
府
歯
で
も

新
法
人
移
行
を
機
に
減
額
を
検

討
し
て
い
る
。
支
部
で
も
入
会

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
方
向
が

望
ま
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

　

新
入
会
員
減
、
終
身
会
員
増

に
よ
る
会
費
収
入
減
を
考
え
る

と
終
身
会
員
に
も
新
法
人
移
行

時
に
い
く
ば
く
か
の
負
担
を
お

願
い
す
る
こ
と
を
検
討
。（
牧

野
専
務
理
事
）

Q
・
歯
科
口
腔
保
健
法
に
つ
い

て（
森
光
示
淀
川
区
支
部
専
務

理
事
）

A
・
七
月
に
「
歯
科
口
腔
保
健

の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
事
項
」

に
つ
い
て
大
臣
告
知
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
口
腔
の
保
健
維
持
・

増
進
に
関
す
る
健
康
格
差
の
縮

小
や
歯
科
疾
患
の
予
防
、
生
活

の
質
の
向
上
へ
の
口
腔
機
能
の

維
持
な
ど
五
つ
の
基
本
方
針
に

基
づ
い
て
一
〇
年
間
の
目
標
や

計
画
を
策
定
す
る
事
を
最
優
先

と
し
て
い
る
。
今
後
具
体
的
な

施
策
等
が
出
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
大
阪
府
と
の
折
衝
で

は
当
然
条
例
制
定
に
も
力
を
注

い
で
い
る
が
、
「
歯
科
口
腔
保

健
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
に
、

議
論
し
て
い
る
。
大
阪
市
に
対

し
て
も
、
早
期
に
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
て
い

る
。
（
木
田（
眞
）理
事
）

Q
・
「
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

事
業
に
つ
い
て（
高
麗
誠
紀
北

区
北
支
部
長
）

A
・
大
阪
市
は
今
年
度
の
本
事

業
へ
の
参
画
を
見
送
っ
た
。
今

回
は
様
々
な
方
策
を
検
討
し
た

が
、
行
政
と
の
共
同
事
業
と
い

う
観
点
か
ら
大
阪
市
の
方
針
を

止
む
無
く
受
け
入
れ
た
。
平
成

二
五
年
度
か
ら
は
安
定
的
に
参

画
で
き
る
よ
う
に
強
く
要
請
し

て
い
る
。
（
木
田（
眞
）理
事
）

Q
・
府
歯
の
法
人
化
に
つ
い
て

の
経
過
報
告
に
つ
い
て（
安
田

共
美
西
淀
川
区
支
部
長
）

A
・
三
層
構
造
を
考
え
る
と
き
、

種
々
立
場
の
会
員
を
整
理
・
統

合
し
た
い
が
、
郡
市
区
定
款
で

は
「
郡
市
区
会
員
は
府
歯
会
員
・

日
歯
会
員
に
な
る
も
の
と
す
る
」

程
度
の
表
現
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
平
成
二
五
年
十
一
月
に

は
申
請
を
出
し
、
認
可
を
受
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。（
牧

野
専
務
理
事
）

 

各
支
部
の
定
款
を
作
成
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
先
行
し
て
認

可
さ
れ
て
い
る
三
支
部
の
変
更

さ
れ
た
定
款
を
参
考
に
す
る
こ

と
も
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
。

（
太
田
会
長
）

　

そ
の
他
と
し
て
「
疾
病
休
業

補
償
制
度
規
定
一
部
改
正
資
料
」

の
解
説
、城
村
幸
治
府
歯
連
盟

理
事
長
よ
り
連
盟
の
活
動
に
つ

い
て
、河
島
保
孝
国
保
組
合
専

務
理
事
よ
り
国
保
組
合
の
現
在

の
財
政
状
況
と
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
岡
本
学
府
歯
副
会
長

の
閉
会
の
辞
で
散
会
と
な
っ
た
。

大
阪
府
歯
科
医
師
会

　
　

七
支
部
役
員
懇
談
会

（
北
区
北
支
部
・
北
区
大
淀
支
部
・
東
淀
川
区
支
部
・
淀
川
区
支
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　

西
淀
川
区
支
部
・
此
花
区
支
部
・
福
島
区
支
部
）

H24.10.16

第
22
回
隣
接
7
支
部
支
部
長
懇
談
会

（
北
区
北
支
部
・
北
区
大
淀
支
部
・
東
淀
川
区
支
部
・
淀
川
区
支
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　

西
淀
川
区
支
部
・
此
花
区
支
部
・
福
島
区
支
部
）

H24.8.18
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会
員
懇
親
会

　

十
一
月
二
日（
金
）に
毎
年
恒

例
の
会
員
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
診
療
後
の
お
疲
れ
の

と
こ
ろ
、
ま
た
月
初
め
の
大
変

お
忙
し
い
中
、
約
四
〇
名
の
先

生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
高

級
ア
メ
リ
カ
ン
ロ
ー
ス
ト
ビ

ー
フ
を
鱈
腹
食
す
会
」
と
い

う
こ
と
で
梅
田
の
ハ
ー
ビ
ス

P
L
A
Z
A

E
N
T
の
「
ロ

ウ
リ
ー
ズ
・
ザ
・
プ
ラ
イ
ム
リ

ブ
大
阪
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
麗
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

三
浦
康
宏
先
生
の
乾
杯
の
音
頭

で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

和
や
か
な
歓
談
の
中
、
お
料
理

は
前
菜
に
始
ま
り
、
サ
ラ
ダ
、

ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
ス
ー
プ
と

続
き
、
メ
イ
ン
の
ロ
ー
ス
ト
ビ

ー
フ
が
登
場
。
「
鱈
腹
」
食
べ

て
頂
く
と
い
う
こ
と
で
、
お
一

人
三
〇
〇
グ
ラ
ム
ま
で
ご
用
意

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三

〇
〇
グ
ラ
ム
を
注
文
さ
れ
た
先

生
方
の
中
に
は
、
そ
の
大
き
さ

に
驚
か
れ
、
ワ
イ
ン
片
手
に
黙
々

と
お
肉
を
口
に
さ
れ
て
い
る
先

生
方
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
時

間
を
過
ぎ
、
野
口
副
会
長
に
よ

る
閉
会
の
挨
拶
に
よ
り
懇
親
会

は
終
了
致
し
ま
し
た
。
ご
出
席

の
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
土
岐
一
仁
）

　

一
〇
月
二
七
日（
土
）
十
二
時

三
〇
分
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
平
成
二
四
年
度
北
区
み
ん

な
の
健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い

世
代（
特
に
若
年
層
）に
来
場
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
歯
科
担
当
ブ

ー
ス
に
お
い
て
も
様
々
な
趣
向
が

凝
ら
さ
れ
た
。

　

当
日
は
歯
科
衛
生
士
会
お
よ

び
歯
科
技
工
士
会
の
方
々
の
ご

協
力
も
得
て
、恒
例
の
歯
科
相

談
に
加
え
未
就
学
児
対
象
の
無

料
フ
ッ
素
塗
布
コ
ー
ナ
ー
や
義
歯

洗
浄
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

　

初
の
試
み
に
不
安
視
も
さ
れ

た
が
、各
コ
ー
ナ
ー
と
も
大
変
好

評
で
特
に
無
料
フ
ッ
素
塗
布
コ
ー

ナ
ー
で
は
八
三
名
の
来
場
者
が

あ
り
、成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
担
当
理
事
・
阪
本
光
伸
記
）

北
区
み
ん
な
の
健
康
ま
つ
り

□HP

H24.10.27

□HP

H24.11.2

　

こ
の
度
、
大
阪
府
歯
科
医
師

会
の
ご
推
薦
に
よ
り
環
境
・
衛

生
功
労
の
部
門
で
十
一
月
八
日

第
四
七
回
市
民
表
彰
を
受
賞
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
大
阪
北
区

歯
科
医
師
会
の
皆
様
方
の
多
大

な
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と

心
か
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
北
区
歯
科
医
師
会
発

展
の
た
め
に
尽
す
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
市
民
表
彰

お
礼
の
こ
と
ば

　
　

１１
班　

黒
川　

森
夫

高
級
ア
メ
リ
カ
ン
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
を
鱈
腹
食
す
会

　

昨
年
、
会
員
の
皆
様
に
ご

承
認
い
た
だ
い
た
「
一
般
社

団
法
人
」
へ
の
移
行
準
備
に

つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

【
定
款
】

（
一
）
「
一
般
社
団
法
人
」

移
行
申
請
に
必
要
な
新
定
款

を
、
執
行
部
、
顧
問
公
認
会

計
士
、
司
法
書
士
と
相
談
し
、

理
事
会
に
て
審
議
し
ま
し
た
。

今
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
が
、

こ
れ
か
ら
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
こ
と
は
担
保
し
な
が
ら
も
、

法
に
則
っ
た
、
総
会
、
会
計
、

役
員
選
挙
な
ど
に
つ
い
て
整
備

し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
、

大
き
く
変
わ
る
点
と
し
て
、
総

会
は
年
1
回
の
決
算
総
会
の
み

に
な
り
ま
す
。
理
事
は
選
挙
で

選
ば
れ
、
そ
の
中
で
代
表
理
事

（
会
長
）
を
選
び
ま
す
。
従
っ

て
、
現
在
の
会
長
、
監
事
選
挙

は
な
く
な
り
、
理
事
選
挙
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
来
の

よ
う
に
会
長
を
直
接
選
ぶ
選
挙

は
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
細
か
い
変
更
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
活
動

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
会
計
】

（
一
）
昨
年
度
決
算
か
ら
、
一

般
社
団
法
人
会
計
基
準
に
則
っ

た
、
会
計
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

（
二
）
特
別
会
計
を
廃
止
し
、

一
般
会
計
に
統
合
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
公
益
目
的
支
出
計
画

を
策
定
す
る
た
め
、
公
益
目

的
財
産
の
確
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
死
亡
弔

慰
金
を
支
払
う
準
備
金
が
除
外

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
大
阪
府
と
交
渉
し
て

い
ま
す
。

（
四
）
大
阪
府
歯
科
医
師
会

か
ら
の
お
願
い
も
あ
り
、
入
会

金
は
減
額
の
方
向
で
す
。
日

歯
は
既
に
大
幅
な
減
額
が
決

定
し
て
お
り
、
府
歯
も
検
討
中

で
当
法
人
も
内
容
に
つ
い
て
協

議
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
が
現
段
階
で
の
主
な
進

捗
状
況
で
す
。
今
後
も
総
務
担

当
一
丸
と
な
っ
て
、
理
事
会
の

審
議
を
受
け
な
が
ら
、
会
員
と

地
域
住
民
の
利
益
を
損
ね
な
い

よ
う
に
、
平
成
二
五
年
十
一
月

ま
で
に
、
よ
い
移
行
申
請
が
で

き
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

「
一
般
社
団
法
人
」

　
移
行
に
つ
い
て
の
解
説

 
 
 
 
 
　
　
　

常
務
理
事 

佐
々
木

裕
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
数
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
秋
季
コ
ン
ペ

H24
9.16

　

九
月
一
六
日（
日
）に
北
歯
ゴ

ル
フ
同
好
会
の
秋
季
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
田
中
康
隆
先
生
の
御

厚
意
に
よ
り
、
芦
屋
カ
ン
ツ
リ

ー
倶
楽
部
に
て
プ
レ
ー
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
問

題
な
く
プ
レ
ー
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
メ
ン

バ
ー
十
三
名
、
ビ
ジ
タ
ー
四
名

の
合
計
一
七
名
で
I
N
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
、
土
岐
一
仁
先
生

が
優
勝
、
松
井
重
文
先
生
が
二

位
、
橋
本
收
先
生
が
三
位
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
次
回

の
春
季
コ
ン
ペ
は
平
成
二
五
年

三
月
二
四
日（
日
）に
伏
尾
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
開
催
予
定

で
す
。
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
ゴ

ル
フ
同
好
会
へ
の
入
会
を
希
望

さ
れ
る
先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
土
岐
一
仁
先
生
ま
で
ご
連

絡
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
樋
口
夏
彦
記
）

平成24年度・北歯ゴルフ同好会秋季コンペ成績
RANK

優勝

準優勝

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

11位

12位

13位

14位

15位

16位

17位

39
41
42
47
50
47
44
48
45
46
57
55
43
46
45
57
64

43
41
42
53
47
52
45
44
50
52
63
55
52
51
49
68
60

82
82
84
100
97
99
89
92
95
98
120
110
95
97
94
125
124

9
5
7
22
17
18
6
9
12
15
36
25
9
9
5
36
22

73
77
77
78
80
81
83
83
83
83
84
85
86
88
89
89
102

6
4
6

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

土 岐 一 仁
松 井 重 文
橋 本 　 收
樋 口 夏 彦
上 田 祐 嗣
大 塚 安 代
田 中 康 隆
橋 本 哲 志
渡 辺 道 雄
黒 川 晃 夫
中 谷 　 勝
黒 川 森 夫
矢 追 秀 純
大 塚 俊 裕
吉 田 　 皓
國 田 浩 之
加 納 晴 彦

………
………
………
………
………
………
………

樋口、土岐、松井、中谷
大塚安、橋本哲
渡辺、加納
國田
田中
黒川森
松井、土岐

ニ ア ピ ン
ド ラ コ ン
ド ラ チ ョ ン
大 波
小 波
並 び 賞
ベ ス グ ロ

※北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、年齢上位、
女性上位の順で決定します。敬称略／順不同

訃　
報

檜山隆一 先生（1班）

平
成
二
十
四
年
七
月
十
九
日
死

去
　

御
略
歴

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
六
日
生

昭
和
五
八
年

大
阪
歯
科
大
学
卒
業

北
区
中
之
島
・
中
之
島
セ
ン
タ

1
班
・
橋
谷　

忠
興

（
大
歯
大
・
平
成
三
年
卒
）

（
診
）
中
之
島
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
歯
科

　
　
　

中
之
島
六
ー
二
ー
二
七

 
 
 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　

電　

六
四
四
五
ー
一
一
〇
四

　

Ｆ　

六
四
四
五
ー
一
一
〇
五

1
班
・
筒
井　

純
也

（
日
本
大
・
平
成
一
七
年
卒
）

（
診
）
筒
井
歯
科

　
　
　

中
之
島
二
ー
二
二

15
班
・
井
上　

雅
裕

（
大
歯
大
・
昭
和
五
二
年
卒
）

（
診
）
井
上
歯
科
医
院
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【
第
一
回
医
療
保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】

　

七
月
三
〇
日（
月
）、歯
科
医

師
会
事
務
所
に
て
第
一
回
医
療

保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、新
た
に
活
用
し
や

す
く
な
っ
た「
S
P
T
」
を
中
心

に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
進
行
し
ま
し
た
。

高
麗
会
長
の
挨
拶
の
後
、「
S
P
T
」

と
は
何
か
、考
え
方
、そ
の
算
定

要
件
、活
用
の
し
か
た
に
つ
い
て
、

多
く
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。今
ま
で
便
宜
的
に

「
初
診
」
扱
い
し
て
い
た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
、

本
来
の
意
味
で
の
保
険
算
定
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、出
席

者
も
非
常
に
満
足
の
出
来
る
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

【
第
二
回
医
療
保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】

　

十
一
月
二
六
日（
月
）、歯
科
医

師
会
事
務
所
に
て
第
二
回
医
療

保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、前
回
非
常
に
有
意

義
だ
っ
た
「
S
P
T
」へ
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進
め
、実
際
の
導

入
、活
用
、さ
ら
に
、そ
の
中
断
、

終
了
に
至
る
ま
で
の
全
て
の
運
用

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
実
際
の
運
用
と
い

う
こ
と
で
、活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
、非
常
に
有
意
義
な
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
と
な
り
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
岡
田
修
二
記
）

医
療
保
険

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
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